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３.対象情報設定（『外部出力』メニュー） 

 お客様が自由に出力対象情報を結合し（４件まで）、「外部出力」と「自由帳票」の「明細形式」（『外部

出力』メニュー）で使用できます。 

 従来２回ファイルを出力し社員番号などでデータを結合していた作業が、１回でできるようになります。  

 

『その他』⇒『外部出力』「対象情報設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：「人事情報」の「所属履歴」と、「人事管理項目情報」の「役職歴」を結合し、出力する場合 

（１）「人事情報」の「所属履歴」の出力をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報カテゴリ」に「人事情報」、「対象情報」に「所属履歴」を選択し、必要な項目を設定します。 
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（２）「人事管理項目情報」の「役職歴」の出力をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ画面で「情報カテゴリ」を「人事管理項目情報」、「対象情報」を「役職歴」に変更し、必要な項目を 

追加で設定して、「更新」ボタンを押下します。 

 

（３）新しい「対象情報」が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部出力」と、「自由帳票」の「明細形式」で「対象情報」が選択できるようになります。 
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（４）「外部出力」で作成した「対象情報」を選択し、出力します。 

『その他』⇒『外部出力』「出力項目設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報カテゴリ」に「結合対象情報」を選択し、「対象情報」に作成したものを選択します。 

「出力条件設定」「出力ファイル設定」も設定します。 

 

（５）ファイルを作成します。 

『その他』⇒『外部出力』「ファイル作成指示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成したいファイルに☑をつけ、「基準年月日」を入力します。 

※「基準年月日」を指定した場合、指定した時点の情報が出力されます。 

 

レ 

※ 
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＜外部出力ファイル出力例＞ 

  「所属歴」「役職歴」から、「基準年月日」時点の情報が一度に出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人事情報」-「所属履歴」 

「基準年月日」で指定した時点の情報が出力 

「人事管理項目情報」-「役職歴」 

「基準年月日」で指定した時点の情報が出力 


